	A.O.M
	S.G.M

	
	


北病棟チームカンファレンス記録

平成２０年　９月　２６日　（金）

司会　沢田　静子　　　　記録　岩藤　良子

	藤　原

（香）
	市　島
	藤　原

（英）
	沢　田
	滝　田
	小　泉
	岩　藤
	中　田
	
	

	準夜
	○
	深夜
	○
	公休
	○
	○
	公休
	
	

	加　藤
	木　村
	田　村
	音喜多
	土　岐
	山　田
	佐　藤（栄）
	鈴　木
	荒木田
	佐々木

	○
	○
	深夜
	年休
	○
	業務
	学校
	公休
	準夜
	公休


※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。

＜連絡事項＞

・10月の当直・日直医の変更がありますので確認して下さい。

10/11（土）半日直及び当直医が千葉良Drから窪田Drに変更。10/12（日）の日
直医が千葉良Drから窪田Drへ変更となっています。

・うみねこ幸房より、来週から昼食時にランチを提供しますとのお知らせが届いています。値段は350円との事ですので、ぜひ利用して下さいとの事です。

＜患者様連絡事項＞

・蛯名　勝幸様～9/27（日）PM14：00～9/28（月）PM17：00訓練目的で自宅へ外泊予定となっています。

　　　　　　　　帰院時は、御家族・本人より日中の過ごし方や夜間の睡眠状況等外泊中の様子、疲労感の有無等を確認していきましょう。

　　　　　　　　又、9/30（水）PM13：00～PM17：00、室岡整形外科受診目的で単独での外出予定となっています。帰院後、処置内容・内服薬処方等を確認していきましょう。

・豊川　明男様～排便コントロール目的にてシンラック液1本が継続処方となっています。また、目の違和感（乾燥する等）を訴えており、主治医報告しサンコバ点眼薬1本も継続処方となっています。本人希望時に点眼する事となっていますので、使用状況について観察していきましょう。
＜受け持ち患者様評価・検討＞

・戸賀沢　潔様～日中（余暇時）のベッド臥床が目立っており、早朝覚醒、中途覚醒が見られる等、睡眠・生活リズムの乱れが見られています。

　　　　生活リズムを整える為にも、日中の臥床時間を減らせるようスタ

ッフは介入していきましょう。又、身体管理、体重管理を目的

として朝食後に15分間の歩行運動をする事としていますので実

施状況の確認をしていくと共に体重の変化についても注意して

観察していきましょう。

　　　　　　　　　
・法霊崎　恵子様～体重増加傾向にあり、ＢＭＩ値も高値（28.5）となっています。最近の食事の残食、嗜好品（菓子類等の高カロリーのもの）の購入量・摂取量の多さが目立っている為、栄養・身体管理面において各食事を摂取する事の必要性を説明し、間食する際は本人とスタッフとで量を確認し、ホールにて摂取するという事を担当スタッフから伝えています。食事摂取状況の観察・確認を引き続き行っていきましょう。又、嗜好品の購入量や内容の把握を確認していく為、担当スタッフが１週間１回程度で小遣い帳を確認していってはどうか？という意見が出ていますので、担当スタッフは検討して下さい。

・坂本　のり子様～週末の尿失禁が見られており、木曜日から土曜日の失禁が目立つようになっています。担当スタッフが本人へ確認し、話し合っていますが、失禁について「起きれない」や「過ぎたことです」と答え、本人は失禁に対して真剣に捉えていない様子が見られていたとの事です。失禁の原因として、1日の水分摂取量の多さやストレス（金銭管理等に関する）等も考えられます。今後も失禁の有無や程度を観察していき、失禁が続き睡眠等に支障が見られるようであれば、1日の水分摂取量等について担当スタッフは本人と話し合い、検討していく必要があると思われます。
＜猪股Dr診察報告＞
・駒木　洋士様～10／1（水）PM18：50～10／2（木）PM17：30までの外泊希望があり、主治医へ確認し外泊許可となっています。帰院時、本人外泊中の状況や疲労感等確認していきましょう。
・日向端　庸男様～問診時、右奥歯疼痛の訴えあり、主治医より歯科受診を勧められています。医事へ確認したところ、院内の歯科は予約者が多く受診には時間を要するとの事で、本人と話し合い松尾歯科へ受診する予定となっています。本日の準夜帯にて御家族へ確認（生活保護を受けている方であり手続き等必要な為）し、山田ＰＳＷに情報提供していきましょう。
・五日市　規様～担当医猪俣Dr問診時、現在の状態について尋ねられた際に「青山荘に行く前に出れそうな気がする」と話されていたとの事です。担当医より無断離院の可能性もある為、注意していくようにとの指示を受けています。本人の所在確認を密にしていくと共に精神症状の観察を行い、言動や表情の変化に注意していきましょう。

・中野渡　鉄男様～排便コントロール目的にてシンラック液1本処方となっています。主治医に対し自身の排便状況を伝える事が出来ており、処方を希望する事も出来ています。引き続き、排便の状況の確認、水分摂取・腹部マッサージを促していきましょう。
＜ＳＳＴミーティング＞

・明日（9/27）のＳＳＴは、ウォ-ミングアップにて「ＳＳＴ参加時のルール」「良いコミュニケーションとは」「ＳＳＴの進め方」について確認し、月末なので短期目標の評価を行っていきましょう。


＜ＳＳＴの勉強会＞　　　　　　
担当：木村　春子

・ＳＳＴの基礎知識を伝えています。
ＳＳＴは「社会生活技能訓練」「生活技能訓練」と訳され患者様、利用者様の「こんな事がうまくなりたい」「こんな時どうすればいいの？」という問題に耳を傾け、　　　自分らしく生活していく上で役立つ技能を身につけられるように理論的・系統的に構成された治療プログラムです。
・事前にミーティングを行うと色々な情報を手に入れることが出来ます。それによってはアプローチ方法も変わると考えられます。
☆ＳＳＴにはルールがある
①見学できます
②嫌なときは、以下のルールに従う事になっています。
③人の良いところを褒めるましょう。
④良い練習ができるように他の人を助けましょう。
⑤質問はいつでもどうぞ。
⑥トイレにはちょっと断ってから。
☆良いコミュ二ケーションとは
ルールの中に人の良いところを褒めるましょうとあります。良いコミュ二ケーションのポイントを知ることで褒めるときに役立つと思います。
①視線を合わせる
②手を使って表現する
③身を乗り出して表現する
④はっきりと大きな声で
⑤明るい表情で
⑥話の内容が適切
☆ＳＳＴの勧め方は
①練習する課題を決める
②場面を作って、１回目の練習をする
③良いところを褒める
④さらに良くする点を考える
⑤必要ならばお手本を見る
⑥もう一度練習をする
⑦よいところを褒める
⑧チャレンジしてみる課題（宿題）を決める
⑨実際の場面で実行してみる
⑩次回に結果を報告する
※以上の順番で勧めます。わからなくなったらポスターを見れる様に事前に貼って利用しましょう

・ＳＳＴ中に気をつけるポイントは

①本人の生活に対する希望を引き出す
②今、出来ていることろに注目する
③過去ではなく、これからの行動の準備をする
④絶えず、本人と一緒に相談する
⑤必要な行動を細分化し小さな段階に分け、練習したスキルが踏み上げられるようにする

☆セッション後は
①メンバーからのフィドーバックをもらう
②スタッフ同士で振り返りをする
③進め方はどうだったか、良く出来たところ、改善点は
④メンバーの行動はどうだったか、変化はあったか
⑤練習が行動形成につながているか等
以上の事を踏まえてＳＳＴを実施していきましょう。

















































